
子どもは、発育・発達過程にあり、授乳期から毎日「食体験」を積み重ねていきます。

「食べる力」を育んでいくためには、その発育・発達過程に応じた援助が重要です。 



 

 

 

離乳期食育目標 

モグモグ ゴックン よくかんで！ 

生きていくための本能的な行動を育てる時期です。 

「食べたい」という気持ちと育てること、食べるための機能（捕食・嚥下・咀嚼）

を獲得する大切な時期でもあります。 

 

 

 

  
 



 

 

 

1 歳児食育目標 

ちゃんと食べて大きくなあれ！ 

 自分の意思でやりたいという気持ち（意欲）が出てきます。手づかみ食べ（自分で

食べる行為）を充分することで、｢自分でやりたい・できた｣という意欲や行為が形成

されていきます。 また、食事時間が３回になることで、生活リズムが確立する時期

です。 

 

  
 



 

 

 

 

2 歳児食育目標 

いろいろ食べるの楽しいね！ 

２歳頃になると、自分でできることに楽しさを感じてくる時期です。食べものに関心

を持ち自分でスプーンなどの器具を使って食べようとします。子どもの意欲・自主的

な態度を認め、食事の仕方や新しい食べものの味覚の幅を広げる時期です。 

  
 



 

 

 

3 歳児食育目標 

上手に食べると うれしいね！ 

 ３歳になると、友だちと食べることを楽しみます。味覚も発達し、友だちと食べ

る行為の中で、さまざまな食べものにチャレンジしていこうとします。箸で食べるこ

となどのマナーを学んでいく時期です。 

 ３歳児は、自立心を育むためにも、食事に必要な基本的な習慣や態度をゆっくり育

てるよう心がけましょう。 

 

 

  
 



 

 

 

4 歳児食育目標 

みんなで食べると おいしいね！ 

 人では、乗り越えられなかったこと（偏食・マナー‥）も、みんな（友達・先生・

家族）の支えの中で取り組めるようになる時期です。 

 さまざま奈食体験を通して、食べものにも命があることを理解し、大切にする気持

ちが育っていきます。 
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5 歳児食育目標  

     おいしいごはんに ありがとう！ 

 基本的な生活習慣・マナーが身についてきます。食事づくり活動を通して、「食べ

ること」と「生きること」のつながりを実感していきます。 

 

 

 

 

  
 


